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  （百万円未満切捨て）

１．平成29年12月期第３四半期の業績（平成29年１月１日～平成29年９月30日） 

（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

29年12月期第３四半期 2,426 － 10 － 39 － 21 － 

28年12月期第３四半期 － － － － － － － － 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

29年12月期第３四半期 2.80 － 

28年12月期第３四半期 － － 

（注）平成28年12月期は決算期変更の経過期間となることから、平成28年12月期第３四半期財務諸表を作成しておりませ
ん。このため、平成29年12月期第３四半期の対前年同四半期増減率及び平成28年12月期第３四半期の経営成績につ
きましては記載しておりません。 

 

（２）財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

29年12月期第３四半期 7,030 5,076 72.2 

28年12月期 6,271 5,035 80.3 
 
（参考）自己資本 29年12月期第３四半期 5,076 百万円   28年12月期 5,035 百万円 

 

２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

28年12月期 － 0.00 － 0.00 0.00 

29年12月期 － 0.00 －    

29年12月期（予想）       0.00 0.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．平成29年12月期の業績予想（平成29年１月１日～平成29年12月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 3,600 － 125 － 180 － 155 － 19.94 

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

２．平成28年12月期は、決算期変更により平成28年４月１日から平成28年12月31日までの９ヶ月間となっておりま
す。このため、対前期増減率については記載しておりません。 



※  注記事項 

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無 

③  会計上の見積りの変更                    ：無 

④  修正再表示                              ：無 

 

 

（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年12月期３Ｑ 7,800,000 株 28年12月期 7,800,000 株 

②  期末自己株式数 29年12月期３Ｑ 28,258 株 28年12月期 28,086 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 29年12月期３Ｑ 7,771,804 株 28年12月期３Ｑ － 株 

※平成28年12月期は決算期変更の経過期間となることから、平成28年12月期第３四半期財務諸表を作成しておりま
せん。このため、平成29年12月期第３四半期の期中平均株式数(四半期累計）については記載しておりません。 

 
 

※  四半期決算短信は四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判 
断する一定の前提条件に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業 
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっ 
ての注意事項等については、添付資料２ページ「業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

また、当社は平成28年12月期より決算期（事業年度の末日）を12月31日に変更したことに伴い、平成28年12月期は

第３四半期財務諸表を作成しておりません。そのため、前年同四半期比については記載しておりません。

 

 

（１）経営成績に関する説明 

 当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、底堅い内外需を背景に、総じて緩やかに回復しました。一方、

米国新政権の政策動向や様々な地政学リスク等により海外の先行きは未だ不透明な状況であります。

 このような経済状況のなか、年初の海外経済状況の不確実性のため、自動車関連業界の新規投資が一時減少し

たことにより、当第３四半期累計期間売上高は2,426百万円となりましたが、下半期に自動車関連事業の受注が

回復し、通期の売上高は期初の計画通り3,600百万円を見込んでおります。第３四半期累計期間の損益につきま

しては、新分野の医療関連装置や自動車設備関連装置の開発要素の多い新規案件が重なったことによる製造原価

の増加や、自動車関連業界の発注遅れによる工場稼働率の一時低下等により原価が上昇した結果、営業利益は10

百万円、経常利益は39百万円、四半期純利益は21百万円となりました。しかしながら通期の損益につきまして

は、事業構造改革による徹底した工程管理と原価管理や工場稼働率の改善により、前回発表通り営業利益125百

万円、経常利益180百万円、当期純利益155百万円を見込んでおります。

 セグメントの業績は次のとおりであります。 

①半導体・自動車関連事業

 全売上高の99.4％を占める半導体・自動車関連事業の売上高は2,410百万円、セグメント利益は305百万円とな

りました。

②不動産・建築関連事業

 不動産・建築関連事業の売上高は15百万円、セグメント損失は20百万円となりました。

 

 

（２）財政状態に関する説明

 （資産） 

 当第３四半期会計期間末における流動資産は3,335百万円となり、前事業年度末に比べ262百万円増加いたしま

した。これは主に、受取手形及び売掛金が150百万円減少したものの、仕掛品が324百万円及びその他流動資産が

60百万円増加したことによるものであります。固定資産は3,695百万円となり、前事業年度末に比べ496百万円増

加いたしました。これは主に、建物が285百万円及び無形固定資産が102百万円増加したことによるものでありま

す。 

 この結果、総資産は7,030百万円となり、前事業年度末に比べ758百万円増加いたしました。 

 （負債） 

 当第３四半期会計期間末における流動負債は1,500百万円となり、前事業年度末に比べ426百万円増加いたしま

した。これは主に、短期借入金200百万円、支払手形及び買掛金116百万円及び電子記録債務112百万円がそれぞ

れ増加したことによるものであります。固定負債は454百万円となり、前事業年度末に比べ291百万円増加いたし

ました。これは主に、長期借入金が257百万円増加したことによるものであります。 

 この結果、負債合計は1,954百万円となり、前事業年度末に比べ717百万円増加いたしました。 

 （純資産） 

 当第３四半期会計期間末における純資産合計は5,076百万円となり、前事業年度末に比べ41百万円増加いたし

ました。これは主に、当期純利益の計上により利益剰余金が21百万円及びその他有価証券評価差額金が19百万円

それぞれ増加したことによるものであります。 

 この結果、自己資本比率は72.2％（前事業年度末は80.3％）となりました。 

 

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年12月期（平成29年１月１日～平成29年12月31日）の業績予想につきましては、平成29年８月10日付当社

「平成29年12月期第２四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）」にて発表いたしました金額に変更はありません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成28年12月31日) 
当第３四半期会計期間 
(平成29年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 437,365 453,112 

受取手形及び売掛金 1,829,853 1,679,715 

電子記録債権 233,315 230,372 

商品及び製品 64,973 47,513 

仕掛品 421,756 745,805 

原材料及び貯蔵品 71,950 103,106 

その他 35,347 95,390 

貸倒引当金 △21,770 △19,299 

流動資産合計 3,072,792 3,335,717 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 607,440 892,793 

土地 1,776,743 1,775,037 

その他（純額） 149,269 220,377 

有形固定資産合計 2,533,453 2,888,207 

無形固定資産 10,946 113,369 

投資その他の資産 654,690 693,514 

固定資産合計 3,199,090 3,695,091 

資産合計 6,271,883 7,030,808 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 348,333 465,100 

電子記録債務 355,505 468,432 

短期借入金 100,000 300,000 

1年内返済予定の長期借入金 － 30,000 

未払法人税等 59,103 3,685 

引当金 24,640 80,650 

その他 185,599 152,151 

流動負債合計 1,073,182 1,500,019 

固定負債    

役員退職慰労引当金 7,518 12,583 

長期借入金 － 257,500 

長期預り金 － 28,677 

その他 155,792 155,563 

固定負債合計 163,310 454,323 

負債合計 1,236,492 1,954,343 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,186,300 1,186,300 

資本剰余金 2,757,259 2,757,259 

利益剰余金 1,007,152 1,028,881 

自己株式 △11,724 △11,798 

株主資本合計 4,938,987 4,960,642 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 96,403 115,823 

評価・換算差額等合計 96,403 115,823 

純資産合計 5,035,390 5,076,465 

負債純資産合計 6,271,883 7,030,808 
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（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）

  （単位：千円） 

 
当第３四半期累計期間 
(自 平成29年１月１日 

 至 平成29年９月30日) 

売上高 2,426,109 

売上原価 1,962,829 

売上総利益 463,280 

販売費及び一般管理費 452,763 

営業利益 10,516 

営業外収益  

受取配当金 4,483 

補助金収入 33,100 

その他 5,722 

営業外収益合計 43,305 

営業外費用  

支払利息 3,376 

固定資産除却損 10,396 

その他 992 

営業外費用合計 14,765 

経常利益 39,057 

税引前四半期純利益 39,057 

法人税、住民税及び事業税 14,597 

法人税等調整額 2,731 

法人税等合計 17,329 

四半期純利益 21,728 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第３四半期累計期間（自 平成29年１月１日 至 平成29年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  報告セグメント 
合計 

  半導体・自動車関連事業 不動産・建築関連事業 

売上高      

外部顧客への売上高 2,410,430 15,679 2,426,109 

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

－ － － 

計 2,410,430 15,679 2,426,109 

セグメント利益又は損失（△） 305,266 △20,672 284,593 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項） 

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 284,593

全社費用（注） △274,076

四半期損益計算書の営業利益 10,516

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。
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